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～・～・～　参加者を募集します　～・～・～

～・～・～　トレイルラン2020のボランティアを募集します　～・～・～

梅の里トレイルラン 2020を開催 10
月
か
ら
幼
稚
園・保
育
所・こ
ど
も
園
の

利
用
料（
３
歳
～
５
歳
ま
で
）が
無
償
化
に

開催日時	 令和２年２月23日（日）　開会式	７：30	～　スタート	８：00　※雨天決行
開催場所	 みなべ町生涯学習センター　※スタートは生涯学習センター前　
参 加 料	 ショート	３，０００円　ロング	６，５００円　
募集人員　	 ショート、ロング　各２００名
申込期間	 令和元年９月１日（日）～令和元年12月6日（金）
申込方法	 インターネットでのお申込みは　http://www.sportsentry.ne.jp/event/t/80323
	 お電話でのお申込み・お問い合わせは
	 スポーツエントリーカスタマーサポートセンター（℡	０５７０-０３９‐８４６）
	 ※音声ガイダンスが流れます。①は申込回線②はお問い合わせ回線となっております。　

活動日時　令和２年２月23日（日）
　　　　　午前６時～午後３時（予定）
活動内容　受付案内、式典表彰、清掃、
　　　　　駐車場係等、その他専門業務
申込条件
　・１５歳以上の方で大会当日に、指定された
場所、時間で活動が可能であること。

　・主催者が定めるボランティア申込に係る
注意事項を守り活動できること。

☆　申込み・問い合わせ先　☆

　〒645-0026　みなべ町谷口３０１‐４　みなべ町教育委員会教育学習課内
　℡	7４‐３１３４　　　ＦＡＸ	7４‐３６２１

募 集 期 間	 令和元年９月２日（月）～９月30（金）まで
	 	 （必着）
そ　の　他	 傷害保険は、イベント保険で対応します。
	 	 （自己負担はありません）
申込み方法	 申込用紙に必要事項を記入のうえ、下記へ
	 	 持参、郵送、ＦＡＸにてお申し込みください。
	 	 詳しくは、今月の広報紙と一緒にお届けした
	 	 チラシをご覧ください。
※申込用紙は、町内各公民館にも置いています。

　日本一の梅の里、みなべ町で「梅の里トレイルラン２０２０」を開催します。
　世界農業遺産に認定された里山の景色、きれいな空気や自然の音などをトレイルランを通じて体感してみませんか。

　「梅の里トレイルラン２０２０」を地域で盛り上げるために、ボランティアとして協力していただける方を募集します。

　

児
童
発
達
支
援
、
保
育
所
等
訪
問

支
援
、
医
療
型
・
居
宅
訪
問
型
児
童

発
達
支
援
、
福
祉
型
・
医
療
型
障
害

児
入
所
施
設

　
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
利
用
料
が
無

償
化
。

　
一部
の
場
合
を
除
き
、
特
別
な
申
請

や
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当

さ
れ
る
方
に
は
必
要
に
応
じ
、
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、幼
児
教
育
室（
℡

74	‐	

３
７
３
８
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

10
月
か
ら
保
育
施
設
な
ど
の
利
用
料

が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。
制
度
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど

①
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
等
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
利
用

料
が
無
償
化
。

　
無
償
化
の
期
間
は
、
満
３
歳
に
な
っ

た
後
の
４
月
１
日
か
ら
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
３
年
間

②
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

に
つ
い
て
は
、「
住
民
税
非
課
税
」

世
帯
が
対
象

③
給
食
の
あ
る
保
育
所
、
こ
ど
も
園
で

　

は
保
育
料
に
含
ん
で
い
た
給
食
費

（
副
食
費“
お
か
ず
、
お
や
つ
代
”）

が
別
途
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

④
通
園
送
迎
費
、
主
食
費
、
行
事
費

な
ど
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
護
者
の

負
担
で
す
。

⑤
新
制
度
未
移
行
幼
稚
園（
町
内
に
は

該
当
な
し
）に
つ
い
て
は
、
月
額
２
・

57
万
円
を
上
限
に
無
償
化
。

※
こ
れ
に
加
え
、
多
子
世
帯
に
は
こ
れ

ま
で
同
様
に
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
利
用
時
間
を
超
え
て
お
預

り
し
て
い
る「
預
か
り
保
育
」に
つ
い
て

も
、
利
用
日
数
に
応
じ
て
、
最
大
月

額
１
・
13
万
円
ま
で
の
範
囲
で
利
用
料

が
無
償
化
。

※
就
労
等
の「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

認
可
外
保
育
施
設
に
加
え
、一時
預

か
り
事
業
、病
児
保
育
事
業
、フ
ァ
ミ

リ
ー
・サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

　
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

は
月
額
３・７
万
円
ま
で
、
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
供
た
ち
は
月
額
４・２
万
円
ま
で
の

利
用
料
が
無
償
化
。

※
就
労
等
の「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

幼
稚
園・保
育
所・認
定
こ
ど
も

園
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

対
象
と
な
る
施
設・事
業
　
　

対
象
者・利
用
料

対
象
者・利
用
料

幼
稚
園
、認
定
こ
ど
も
園（
教
育
課

程
）の
預
か
り
保
育
を
利
用
す
る

子
ど
も
た
ち

認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
す

る
子
ど
も
た
ち

対
象
と
な
る
施
設・事
業
　
　

対
象
者・利
用
料
　
　

対
象
と
な
る
施
設・事
業
　
　

対
象
者・利
用
料
　
　

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援
を

利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

梅の里トレイルラン
２０２０
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　９月15日は老人の日 ・ ９月15～21日は老人週間 ・ ９月16日は敬老の日

～ 健康長寿社会を目指して ～ゴールデンキッズ発掘プロジェクト体力測定会

西岩代文化財ウォークイベント
和歌山県人会世界大会への参加者を募集

開 催 日 時	 令和元年１０月２６日(土)　１３：１５～１６：４５
場　　　　所	 印南町体育センター　(日高郡印南町印南２０１２)
申込み締切り	 令和元年９月２４日(火)　必着　※８月２１日から受付中
対　　　　象	 小学校３、４年生（県内在住）
応 募 方 法	 ①参加申込み専用サイトで申込みをする
	 ②学校で配布された参加申込書を郵送する。
	 ※専用サイトからの申込みは「和歌山県ゴールデンキッズ」で検索
お問い合わせ	 県教育庁生涯学習局スポーツ課内
	 和歌山県ゴールデンキッズ発掘プロジェクト事務局
	 （℡	0７３－４４１－３７５３）
当日は…	 ◦参加者全員にきいちゃんタオルをプレゼント！
	 ◦きいちゃんがやってくる！
	 ◦当日、全員が笑顔になれるスマイルエクササイズを実施！

日 　 　 程
集 合 場 所
コ ー ス

参 加 費
駐 車 場
申込み方法

申込み締切
雨天の場合
お問い合わせ先

10月13日(日)	　受付　12時20分から
岩代駅
出発12時45分　岩代駅	→	岩代王子	→	しとどのやぶ	→
勢力橋	→	有間皇子結び松記念碑→光照寺→西岩代八幡神社　解散15時00分(予定)
500円(当日徴収)
岩代小学校グラウンド
観光協会ホームページ内の｢西岩代文化財ウォークイベント申込みフォーム｣から申し込む
か、町内の公民館、うめ振興館、役場うめ課に設置してある申込用紙に記入して、役場うめ
課宛てにファックス（０７３９-７２-３８９３）、またはご持参ください。
10月7日(月)
10月20日(日)の鹿島神社秋祭りウォークイベントに振り替えます。
みなべ観光協会（役場うめ課内　℡	７４-８７８７）

名　　称　和歌山県人会世界大会
日　　時　１１月２４日（日）　１６：００～１７：３０
会　　場　和歌山県民文化会館大ホール
内　　容　移民の歴史映像の上映、大会宣言発表、県人会代表者挨拶、記念コンサート（宮沢和史さん
	 元「ＴＨＥ　ＢＯＯＭ」）等を予定　
連 絡 先　役場総務課（℡	７２－２０51）　
なお、関係者以外の方々の参加については、和歌山県が後日、一般公募を行う予定です。

　日本は、世界でも有数の長寿国となりました。
　そして、今日、誰もが健康で安心して生きがいの
ある生活をおくることができる活力ある健康長寿社
会を築くことが大切になっています。
　老人の日・老人週間・敬老の日を契機とし、右記
の６つの目標に取り組んでいきましょう。

高齢者に関する相談は地域包括支援センターへ

　地域包括支援センターは、高齢者がすこやかに
暮らすためのいろいろな相談に対応する地域の総
合相談窓口です。
　主任介護支援専門員、保健師、社会福祉士など
の専門職が中心となって相談に応じています。
　お気軽に下記へ来所またはお電話ください。
役場健康長寿課内(ふれ愛センター)
　東本庄100番地　	℡	７４－８０６５

１. すべての高齢者が安心して自立した生活がで
きる、保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあ
いの輪を広げよう。

２． 高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・
社会参加・ボランティア活動を進めよう。

３. 高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防等へ
の取り組みを進めよう。

４. 高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支
援のあり方や介護問題等をみんなで考え、高
齢者や介護者を支える取り組みを積極的に進
めよう。

５. 高齢社会における家族や地域社会等の役割を
理解し、多世代がお互いに協力して安心と活
力ある健康長寿社会をつくろう。

６. 減災や防災への取り組みに関心を持ち、日頃
から地域でのつながりを築こう。

ゴールデンキッズ発掘プロジェクトとは
　県内で体力測定会を実施し、その中で運動に優れた素質を有する子どもたちを「ゴールデンキッズ」として認定し
ます。その後、発達段階に応じた育成プログラムに参加してもらうことにより、	将来、国際舞台で活躍できるアスリー
トを育成します。
　ゴールデンキッズを選考する体力測定会を下記の日程で開催します。ぜひ、ご参加ください。

ゴールデンキッズ
発掘プロジェクト

　みなべ観光協会主催のウォークイベントが開催されます。
　ガイドの方の案内で西岩代の文化財を見学して歩きませんか。

　県民が移民の歴史を共有し理解を深め、将来への活力を増す機会とするとともに、国内外の県人会の皆さんが
故郷への誇りと自信を新たにし、更なる活躍につなげる機会とすることを目的に、和歌山県では、「和歌山県人会世
界大会」を開催します。
　移民のご家族やご親せき等関係者の方 に々は、優先的に観覧座席を確保しますので、①氏名	②住所	③電話番
号を９月２０日（金）までに、役場総務課へ連絡してください。後日、チケットを送付します。
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　７月23日、１００歳を迎えた瀧本さんを町長が訪問し、
「祝百歳」の賞状と記念品、花束を贈り長寿をお祝い
しました。
　瀧本さんは、「ここまで、これたのも皆さんのおかげ
です。皆さんに感謝しています。」と訪問中、何度もおっ
しゃっていました。
　ご家族の方に普段の様子を尋ねると「早寝、早起き
で何でも食べます。家の中でもよく動いています。」と
話してくれました。　
　益々のご長寿を祈念します。

　7月18日、南部高校で全国大会に出場する皆さん
への激励会が行われました。
　出場する３名の方をご紹介します。

新体操部　個人競技　２年　西山雛希さん
美術部　　平面の部　３年　岡本英里香さん
　　　　　立体の部　３年　山本葉月さん

西山さん　　　　　岡本さん　　　　　山本さん

　8月４日、堺漁港で「夏の子どもまつり2019」が開か
れました。この催しは、子どもたちに楽しみながら地元
の自然や海の幸に親しんでもらおうと、漁業組合や各
種団体で構成される、夏の子どもまつり実行委員会が
開催しているもので、今年で15回目となります。
　今年も、アジのつかみ取りや地元の漁師さんに教え
てもらうイカの一夜干づくり体験、またイベントの最後
には、漁師さんが仕掛けた網で獲れた魚の抽選会が
行われ、参加した約120名の子どもたちは、夏休みの
楽しいひと時を過ごしました。

瀧
たきもと　ぶんきち

本文吉さん（市井川）１００歳おめでとうございます

南部高校の生徒３名が全国大会に出場

「夏の子どもまつり2019」が開催

定
に
伴
い
、
浄
化
槽
清
掃
料
金
も
あ

わ
せ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
み
な
べ
町
役
場
生
活

環
境
課
環
境
係（
℡
72‐	

３
６
０
５
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
が
毎

日
の
生
活
で
使
っ

た
水
や
し
尿
な
ど

の
汚
水
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
で
処

理
さ
れ
、
浄
化

さ
れ
て
、川
や
海
な
ど
に
流
さ
れ
ま
す
。

　

昔
は
、
川
が
持
っ
て
い
る
自
然
の
力

で
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
家
や
工
場
な
ど
が
増

え
、
合
併
浄
化
槽
や
公
共
下
水
・
農

業
集
落
排
水
施
設
な
ど
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
下
水
処
理
施
設
で
浄
化
し
な

い
と
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
って
き
ま
し
た
。

　

下
水
処
理
施
設
で
は
、
川
や
海
な

ど
の
水
環
境
を
守
る
た
め
、
水
質
を

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

に
か
け「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

先
発
医
薬
品
か
ら
後
発
医
薬
品
へ

切
り
替
え
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
自

己
負
担
額
の
軽
減
や
医
療
費
の
適
正

化
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
ご
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
お
知
ら
せ
は
、切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
切
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

・
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
１
２
０	‐	

５
３	‐	

０
０
０
６

・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

　
℡
０
７
３	‐	

４
２
８	‐	

６
６
８
８

　
み
な
べ
町
で
は
、
町
内
出
身
の
大
学

生
等
に
対
し
、
学
費
等
へ
の
支
援
の
た

め
給
付
型
奨
学
金
交
付
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

み
な
べ
町
に
居
住
す
る
者

ま
た
は
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
他
、
要
件
が
あ
り
ま
す
。

給
付
額
と
人
数

　
一
年
間　
一
人
20
万
円

　
追
加
人
数
は
１
名

申
込
期
間

　

令
和
元
年
９
月
２
日（
月
）～
20
日

（
金
）

面
接
日
時

　

令
和
元
年
10
月
14
日（
月
・
祝
日
）

午
前
９
時
～

　
要
件
等
く
わ
し
く
は
、み
な
べ
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
教
育
学

習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
行
わ
れ
た「
し
尿
収
集
運

搬
料
金
等
協
議
会
」に
お
い
て
審
議
し

た
結
果
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、

み
な
べ
町
し
尿
収
集
運
搬
料
金
等（
汲

み
取
り
料
金
）が
18
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

２
０
０
円（
税
抜
）か
ら
、２
２
０
円（
税

抜
）に
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
し
尿
汲
み
取
り
料
金
の
改

くらし
の

情  報

住
民
福
祉
課（
℡
72-

2
1
6
1
）か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

送
付
の
対
象
と
な
る
方

　
１
ヶ
月
に
14
日
分
以
上
の
お
薬
を

処
方
さ
れ
て
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
１
ヶ

月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以

上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方

で
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金（
給
付

型
）追
加
募
集
に
つ
い
て

教
育
学
習
課（
℡
74-

２
１
９
１
）か
ら

し
尿
収
集
運
搬
料
金
等
の
改
定

に
つ
い
て

生
活
環
境
課（
℡
72-

３
６
０
５
）か
ら

９
月
１０
日
は『
下
水
道
の
日
』



8広報みなべ 2019.9広報みなべ 2019.99

　
分
離
マ
ス
の
掃
除
を
し
な
い
と
、
台

所
、
お
風
呂
、
洗
面
所
な
ど
か
ら
悪

臭
が
し
た
り
、
ま
た
宅
内
の
排
水
管
が

つ
ま
っ
て
流
れ
な
く
な
っ
た
り
、
下
水

道
施
設
に
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。

　

週
に
１
回

程
度
、
分
離

マ
ス
の
掃
除
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

２
か
月
に
１
度
の
検
針
業
務
を
ス

ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
生
活

環
境
課
水
道
係
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
物

を
置
か
な
い
で（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

蓋
が
開
け
ら
れ
ず
検
針
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
そ
の
周

辺
を
き
れ
い
に（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

は
土
や
枯
葉
な
ど
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
メ
ー

タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な
い
で（
犬
が

近
く
に
い
る
と
、
検
針
員
が
メ
ー
タ
ー

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
検
針
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
町
議
会（
９

月
議
会
）は
、
９
月
４
日（
水
）か
ら
開

会
予
定
で
す
。

　
議
会
で
は
、
町
が
行
う
事
業
な
ど
に

つ
い
て
各
議
員
が
質
問
す
る「
一
般
質

問
」を
は
じ
め
、
平
成
30
年
度
各
会
計

の
決
算
認
定
や
議
案
審
議
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
事
柄
が

審
議
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
傍

聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

理
由
で
農
地
を
借
り
て
く
れ
る
人
を
探

し
て
い
る
方
、
ま
た
は「
こ
れ
か
ら
規

模
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
」と
考
え
て

い
て
、
貸
し
て
く
れ
る
農
地
を
探
し
て

い
る
方
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
相

談
を
随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
州
農
協
み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン

タ
ー（
℡
72	

‐	

１
１
７
４
）ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
℡
72	

‐	

１
３
３
７
）ま
で

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金

請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な

い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１‐24‐１　

ニッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　
ま
た
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
世
帯
が

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
ん
だ
り
合
併
浄
化

槽
を
設
置
し
た
り
し
て
い
る
か
を
表
す

水
洗
化
率（
※
２
）は
74
・
９
％
、
世

帯
数
に
す
る
と
約
３
６
０
０
戸
で
す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
に
公
共
下
水

道
工
事
を
施
工
す
る
予
定
の
地
区
は
、

埴
田
の一部
の
地
域
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
生
活
環
境
課
下
水

道
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５

割
低
減
の
取
組
と
セ
ッ
ト
で
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に
効

果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
場
合

に
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
農
業
者

　
作
物
に
つ
い
て
は
、
販
売
を
目
的
と

し
て
生
産
を
行
う
、
農
業
者
グ
ル
ー
プ

が
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
援
要
件

・
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と

事
業
要
件

・
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
の

生
産
方
式
を
導
入
し
た
農
業
生
産
活

動
の
実
施
を
推
進
す
る
活
動
を
14
項

　

下
水
処
理
施
設
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ
そ
効
率

性
が
よ
く
な
り
ま
す（
微
生
物
も
食
べ

物
が
増
え
て
よ
り
よ
く
働
き
ま
す
）。

　
つ
な
ぎ
こ
み
が
可
能
な
地
域
に
住
ん

で
い
て
、
ま
だ
下
水
道
へつ
な
ぎ
こ
み

を
し
て
い
な
い
と
い
う
方
、
何
か
と
ご

都
合
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
安

心
で
き
る
水
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
下

水
道
へ一日
も
早
い
つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

町
の
下
水
道
に
は
、
公
共
下
水
道

と
農
業
集
落
排
水
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄

化
槽
を
設
置
し
て
も
ら
う
よ
う
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
３
月
末
現
在
、
町
が
ど

れ
だ
け
下
水
道
の
設
備
を
整
備
し
て
い

る
か
を
表
す
普
及
率（
※
１
）は
95
・

７
％
、
世
帯
数
に
す
る
と
約
４
６
０
０

戸
で
す
。

　

本
年
度
も
次
の
地
区
に
お
き
ま
し

て
、
地
籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及

び
測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
晩
稲
の一部（
字　
奥
井
谷
・
大
谷
・

大
谷
池
尻
）

●
西
本
庄
の一部（
字　
東
川
・
天
神
・

上
五
味
・
下
五
味
）

●
熊
瀬
川
の一部（
字　

下
広
野
・
上

広
野
・
梅
ノ
木
）

●
清
川（
軽
井
川
）の一部（
字　

湯
ノ

川
）

　

土
地
所
有
者
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
内
容
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
現
地
立
会
い
等
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
末
頃
よ
り
順
次
、
現

地
立
会
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
土
地
所
有
者
、
関
係
者
の
皆
様
に

委
託
業
者
よ
り
直
接
ご
案
内
す
る
こ

と
に
な
って
い
ま
す
。

　

目
の
内
か
ら一つ
以
上
取
り
組
む
こ
と

対
象
取
組
・
交
付
単
価

・
地
域
特
認
取
組　

　
①
草
生
栽
培　
５
千
円
／
10ａ

　
②
性
フェロ
モ
ン
剤
の
導
入

　
　
８
千
円
／
10ａ

・
有
機
栽
培　
８
千
円
／
10ａ

※
本
制
度
は
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

金
を
交
付
す
る
仕
組
み
で
す
。
申
請

額
の
全
国
合
計
が
予
算
を
上
回
っ
た
場

合
、
交
付
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

申
込
締
切　

令
和
元
年
10
月
31
日

（
木
）ま
で

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
産
業
課（
℡
72	‐	

１
３
３
７
）

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
和
歌

山
県
農
業
公
社
と
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機

関
が
連
携
し
、
規
模
縮
小
農
家
等
か

ら
農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
を
拡
大

し
た
い
担
い
手
農
家
や
新
規
就
農
者
へ

農
地
の
集
積
を
進
め
る
事
業
で
す
。

　
「
高
齢
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き
な

い
」、「
規
模
を
縮
小
し
た
い
」、
等
の

定
例
議
会
は
、９
月
４
日
開
会

予
定 議

会
事
務
局（
℡
７２‐１
３
３
４
）

建
設
課（
℡
33‐９
３
７
０
）か
ら

下
水
道
へ
の
早
期
の
つ
な
ぎ
こ

み
を
お
願
い
し
ま
す

普
及
率（
※
１
）

　

下
水
道
へつ
な
ぎ
こ
み
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
人
口
と
、
下

水
道
事
業
が
実
施
さ
れ
な
い
地
区

の
合
併
浄
化
槽
設
置
済
人
口
の
合

計
を
、
町
全
体
の
人
口
で
割
っ
た
割

合水
洗
化
率（
※
２
）

　

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
み
、
使
用

さ
れ
て
い
る
人
口
と
、
合
併
浄
化

槽
設
置
済
人
口
の
合
計
を
、
町
全

体
の
人
口
で
割
っ
た
割
合

町
の
水
洗
化

分
離
マ
ス
の
清
掃
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は

見
や
す
く
、大
切
に

地
籍
調
査
事
業
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
方
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中（
令

和
元
年
９
月
～
令
和
２
年
３
月
）、

山
間
部
で
の
作
業
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
課（
℡
72‐１
３
３
７
）か
ら

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て

農
地
の「
貸
し
た
い
」、「
借
り
た

い
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て
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経
済
セ
ン
サ
ス‐基
礎
調
査
を

実
施
し
ま
す

総
務
課（
℡
72-
２
０
５
１
）か
ら

和
歌
山
県
農
林
大
学
校
か
ら

郵
送
に
よ
り
回
答
す
る
方
法
に
よ
り
行

い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
10
月
１
日（
火
）～

　
　
　
　
　
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

調
査
対
象　
町
内
の
事
業
所

※
政
府
の
統
計
調
査
を
装
っ
た「
か
た

り
調
査
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審

に
思
わ
れ
た
場
合
に
は「
調
査
員
証
」

の
提
示
を
求
め
る
か
、
役
場
総
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
９
月
30
日
は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」で
す
。

★
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保

★
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

★
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

県
農
林
大
学
校
農
学
部

　
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
４
２
２

（
℡
０
７
３
６	‐	

２
２	‐	

２
２
０
３
）

県
農
林
大
学
校
林
業
研
修
部

　
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
生
馬
１
５
０
４	

‐	

１（
℡
47	‐	

４
１
４
１
）

日　

時　
令
和
元
年
11
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
４
時
～
午
後
８
時
30
分

場　

所　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
和
歌
山

　
　
　
　
み
な
べ

募
集
人
員　
25
歳
～
45
歳
ぐ
ら
い
の

　
　
　
　
独
身
男
女　
各
15
人
程
度

参
加
費　
男
性
２
０
０
０
円　

　
　
　
　
女
性
１
０
０
０
円

申
込
締
切　
令
和
元
年
10
月
６
日（
日
）

申
込
方
法　

①
氏
名	

②
年
齢	

③
市
町

村
名	

④
職
業
を
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
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。

　

総
務
省
で
実
施
す
る
こ
の
調
査
は
、

我
が
国
の
全
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る

事
業
所
の
活
動
状
態
等
の
基
本
的
構

造
を
、
全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を

対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母
集

団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
調
査
員
が
町
内
全
て
の

対
象
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
お
よ

び
活
動
状
態
を
外
観
な
ど
か
ら
確
認

し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
、

一部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
し

ま
す
。　
　
　

　

調
査
へ
の
回
答
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
回
答
ま
た
は
調
査
票
に
記
入
の
上
、

　

和
歌
山
県
農
林
大
学
校
で
は
、
農

林
業
に
活
力
を
与
え
、
農
林
業
に
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
和
歌
山
県
の
農
林
業
を
振
興
す

る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
の
た
め
、実
習
に
重
き
を
お
き
、

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
農
学
部
学
生
・
林

業
研
修
部
研
修
生
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

農
学
部（
専
修
学
校
）２
年
制

【
募
集
定
員
】

　
園
芸
学
科	

30
名

　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科	

10
名

林
業
研
修
部　

１
年
制

【
募
集
定
員
】

　
林
業
研
修
部　
林
業
経
営
コ
ー
ス

	

10
名

※
林
業
研
修
部
は
専
修
学
校
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
願
書
受
付
期
間
等
、
く
わ
し
く
は
、

各
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

応
募
資
格
等
く
わ
し
く
は
、
自
衛

隊
御
坊
地
域
事
務
所（
℡
０
７
３
８	

‐	

２
３	

‐	

０
０
２
０
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日（
土
）～
９
月
30
日（
月
）

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

令
和
元
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

２
０
２
０
年
度　
県
農
林
大
学
校

農
学
部
学
生・林
業
研
修
部
研
修

生
募
集

婚
活
の
お
知
ら
せ

夜
空
を
眺
め
な
が
ら
の「
星
婚
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

みなべ観光協会から会員募集の
お知らせ

　みなべ観光協会では、魅力あるみなべの観	
光を一緒に考え、盛り上げていただける方々
を募集しています。皆さんの新しいアイデア
と実行力で町の活性化に、ぜひご協力をお願
いします。
　入会を希望する方は、みなべ観光協会事務	
局まで、連絡してください。

入会資格　本協会の趣旨に賛同し、事業推進
	 に協力していただける団体、企業、	
	 個人
年 会 費　団体・企業　１万円
　　　　　個　　　		人　３千円
お問い合わせ・申込み先
 みなべ観光協会事務局
	 （役場うめ課内）　
　　　　　TEL　３３－９３１０
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　「みなべ・おたっしゃ倶楽部」では、室内プールで水中ウォーキングや筋力トレーニングなど、さまざまなエクササイズ
を行って、運動機能の維持・向上を図ります。
　みんなと一緒に運動し、心も体もリフレッシュしましょう。

■日　　　程	 10月４日～12月末
	 （毎週金曜日　全11回）
	 お昼12時～午後４時30分
■場　　　所	 クアハウス白浜（白浜町）
■対　象　者	 65歳以上の方
■内　　　容	 プールでのエクササイズなど
■利　用　料	 新規参加者は無料
	 （再利用者は１回５００円）
　※今年度、スポーツ保険に加入していない方は、
　　保険料1，210円が必要です。
■服装・準備物	 水着・着替え・バスタオル・飲み物
■定　　　員	 ２５名（希望者多数の場合は優先度で判断します）
■申 込 締 切	 ９月20（金）まで
■申込み・お問い合わせ　地域包括支援センター　（℡	７４－８０６５）へ。

「１に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ」
～健康寿命の延伸～

食生活改善普及運動実施中
「食事をおいしく、バランスよく」

日　時　９月24日（火）10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さんの保護者

　糖尿病、がん、心臓病等に代表される生活習慣病
は、日常生活のあり方と深く関連しています。
　健康の保持・増進を図るためには、運動習慣の定
着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確
立が重要です。

◆毎日プラス1皿の野菜
大人が1日に必要な野菜摂取量
は350ｇ。
これは、日本人の平均摂取量に
もう1皿を加えた量に相当します。

◆おいしく減塩1日マイナス2ｇ
出汁、柑橘類、香辛料等を使っておいしく減塩。
栄養表示を見てかしこく減塩。

◆毎日のくらしにwithミルク
20～30代の3人に1人が牛乳・乳
製品をとっていません。カルシウム
とたんぱく質がバランスよく含まれ
る牛乳・乳製品をとりましょう。 マタニティー＆ベビーサロン

9月のトレーニング教室

９月は健康増進普及月間です

場　所	 はあと館（社会福祉センター）
開催日	 ６日・13日・20日・27日の金曜日
	 18：00～21：00　
	 　トレーニングマシン等による自由運動
	 20：00～21：00　
　　　　　健康リズム体操（音楽に合わせて行う
　　　　　楽しい体操です）
対　象	 町内在住・在勤の成人の方
※室内用運動靴、飲み物、タオルなどを持ってきてく
ださい。　　

　全国の平成30年中の自殺者数は、２万３２人で、
依然として多くの人が自殺で亡くなっています。
　自殺を未然に防ぐために、自分の周囲のこころの
健康、いのちの大切さについて考えてみませんか。

あなたにもできる自殺予防のための行動
　・家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
　・本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
　・早めに専門家に相談するよう促す
　・温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

こころの相談窓口
　ふれ愛センター（℡	７４－３３３７）保健師へ。

■対　象	 町内在住・在勤の成人の方
■開催日	 10月１日～12月10日　毎週火曜日
	 合計10回開催（10月22日は除く）
■受付・健康チェック　
	 午後7時～7時30分
	 ※健康チェックでは、血圧・体重・
	 　体脂肪測定を行います。
■体　操	 午後7時30分～9時
■講　師	 野中イク子　先生
■場　所	 ふれ愛センター
■持ってくる物　
	 タオル、運動靴（上履き）、
	 飲み物
※申し込み不要です。
　1回だけでも参加できます。

みなべ・おたっしゃ倶楽部

楽しみながらプールで健康に!

９月１０日（火）～１６日（月）は
「自殺予防週間です」 楽しいストレッチ教室のご案内

日　時　９月12日（木）10：00～11：30
対　象　平成31年２月、３月生まれ

のお子さんと保護者
場　所　ふれ愛センター
※参加申込みが必要です
　申込みは、ふれ愛センター（℡74-3337）へ。

小さなお子さまの遊び場です。
保護者の方と一緒に遊びに来てください。
場　　所　ふれ愛センター　２階
利用時間　月～土曜日（祝日を除く）９：00～16：00
ただし、事業がある場合は利用できません。

離 乳 食 教 室

プレイルームに遊びに来ませんか
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9月のテーマ展示
「とことん オーストリア!!」

　今年は日本とオーストリアの国交樹立150周
年。両国の交流がより深まることを願い、オースト
リアの歴史や文化、芸術に関する本をたくさん集
めました。

「敬老の日」
　９月16日は敬老の日です。児童書には、個性豊
かなおじいさん・おばあさんがたくさん登場しま
す。今月は大人が読んでも楽しい話や、感動する
話を集めました。

　生涯学習センターで、ボランティアの皆さんによ
る昔話の語りを行いました。愉快な話やこわ～い
話の数々に、子どもたちは耳を傾けていました。

　イラストレーター・松下恭子先生を講師に迎え、オ
リジナルの紙皿えほんを作りました。今年は16名の方
にご参加いただき、大盛況となりました。

『ゆかいな床井くん』
戸森 しるこ 作（講談社）

　足が速くて勉強は苦手、明るくユーモアにあふれる床井くん
は、みんなの人気者。三ケ田暦（みけた こよみ）は、自分に
ミケというナイスなあだ名をつけてくれた床井くんのことが、
なんだか気になって…。
　ただのムードメーカーではなく、相手の気持ちを思いやれ
る、とにかくいいヤツ。苦手なあの子もクラスのいざこざも、
いろんな見方があるのだと床井くんは教えてくれます。優し
く、楽しい話がつまった一冊です。

1階

2階

ゆめよみ館は祝日も開館しています

	 2日（月）	休館
	 7日（土）	わくわくタイム（10:30～）
	 	おはなし会（14:00～）
	 9日（月）	休館
14日（土）	おはなし会（14:00～）
17日（火）	休館
21日（土）	おはなし会（14:00～）
24日（火）	休館
26日（木）	ちいさいひとのための
	 	おはなし会（0～3歳）
	 	（10:30～）
28日（土）	ビデオ上映会（10:30～）
	 	おはなし会（14:00～）
30日（月）	休館（館内整理日）

ゆめよみ館
9月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
9月１4日（土）午前１０時３０分から

こんな本、いかが?

今月のオススメ 

おはなしをきく会

紙皿えほんをつくろう！

そのほかにこちらも 
神
さ
ぶ
る
山
へ

大
山
行
男 

著

（
新
泉
社
）

学
校
に
行
き
た
く
な
い
君
へ

全
国
不
登
校
新
聞
社 

編

（
ポ
プ
ラ
社
）

は
さ
ん
で
楽
し
い

き
ほ
ん
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

寺
西
恵
里
子 

作

（
汐
文
社
）

今月のオススメ 

町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■人権・行政相談
　◯9月13日（金）13：30～15：30
　　ふれ愛センター

■消費生活巡回相談
　◯9月5日(木)・19	日(木)13:00~15:00
　　みなべ町役場

■農業資金相談
　◯9月25日(水)13：00～16：00
　　　みなべ町役場
　○申込先　産業課（℡72-1337）
　　※個別相談のため、事前申込が必要です。
　　　【9月20日（金）まで】

■生活お困り相談
　◯9月24日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、
　　　℡74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　近くの民生委員・児童委員さんのお名前やく
わしいことは、住民福祉課（℡72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯9月4日（水）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯9月14日（土）（9：30～16：00）
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘　℡24-0432）へ
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日
に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～1月3日
は休み

■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡26-4909へ

各 種 相 談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。
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　７月２６日、第１４回町内水泳大会（町体育協会主催）が、南部小学校プールで開催されました。
　町内各小学校の６年生８５人が参加し、保護者らの声援を受けながら一生懸命に泳ぎました。
　各種目の１位は、次の皆さんです（敬称略）。※50ｍ自由形男子で尾崎蒼空君が大会新記録

【25ｍ自由形】	男子１位	 尾崎蒼空（岩代）	 16秒39	 女子１位	 阪口　茅（南部）	 18秒46
【25ｍ平泳ぎ】	男子１位	 坂上亮輔（南部）	 28秒14	 女子１位	 松本彩佳（上南部）	26秒13
【50ｍ自由形】	男子１位	 尾崎蒼空（岩代）	 34秒15	 女子１位	 西　洸香（南部）	 43秒08
【50ｍ平泳ぎ】	男子１位	 井上敦貴（岩代）	 54秒54	 女子１位	 阪口　茅（南部）	 54秒33
【リレーの部（25ｍ×4）】	 男子1位（岩代小学校）	 井上敦貴、大﨑 拓、尾崎蒼空、中本龍之介	 1分12秒80
	 女子1位（南部小学校１組）	楠川栞菜、泰地優明花、西 洸香、横畑向日葵	 1分22秒79

第１4回　町内水泳大会

7月中の異動
出生	 7人
死亡	 11人
転入	 20人
転出	 47人
高齢化割合
（６５歳以上）３１．6％

人 の うご き

7月届出分（敬称略）（了承をいただいた方だけを掲載しています）

	 7月末現在	 （前月比）
	 男	 5,990人	 （－7人）
	 女	 ６，６54人	 （－24人）
	 人口	 １２，６44人	 （－31人）
	世帯数	 ４，８05世帯	 （－１2世帯）


